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インタビュー経営者に聞く
■新入社員ビジネスマナー研修開催

デイリーショップカワムラ
代表　河村　俊介さん

　2019年度商工会議所会費及び特別会費の納入を
お願いする時期となりました。
　会員事業所の皆様には、会費納入通知書を
 別便封書 にて送付させて頂きますので、5月31日金ま
でに最寄りの金融機関からのお振込（手数料無料）
または、当商議所窓口での納付をお願い致します。
　なお、集金ご希望の事業所様はご連絡下さいました
ら、ご集金にお伺いいたします。
　　　　　　　（お問い合わせ　TEL　63－3315）

商議所会費納入についてお願い
商工会議所の最高意思決定機関で
ある新南陽商工会議所議員総会を
開催いたします。

2019年 5月31日（金）
開催時間 16：30～場所 東ソークラブ

議事　・平成30年度事業報告の承認について
  　・平成30年度収支決算の承認について

通常議員総会のご案内第57回

▲昨年の様子

◯　総会終了後　17：20～　優良商工従業員等表彰式
◯　優良商工従業員等表彰式終了後　18：00～　議員懇談会

周南市長様、周南市議会議長様等多数のご来賓の皆様をお迎えし、
懇談会を開催します。

2019年度　新南陽商工会議所　新入社員ビジネスマナー研修　2019年4月3日
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2
0
1
9
年
度

　
　
　
　
新
役
員
決
定

　
新
南
陽
商
工
会
議
所
女
性

会
は
、
3
月
27
日
臨
時
会
員

総
会
を
開
催
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
を
審
議
し
、

4
月
1
日
か
ら
の
新
役
員
を

選
出
し
た
。

▲新たな情報交換の場として活用を

　
異
業
種
・
異
分
野
の
参
加
者
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目

的
に
、
産
・
官
・
学
よ
り
多
数
参

加
し
た
。

　
今
回
も
各
団
体
よ
り
趣
向
を
凝

ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
告
知
等
が
行
わ

れ
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
会
場
は
年
度
初
め
と
い
う
こ
と

で
新
し
い
顔
ぶ
れ
も
数
多
く
参
加

さ
れ
、
名
刺
交
換
を
す
る
様
子
が

随
所
に
見
受
け
ら
れ
た
。

　
次
回
夏
の
周
南
パ
ラ
ボ
ラ
会
は

７
月
に
ピ
ピ
5
1
0
で
開
催
予

定
。

　
周
南
地
域
商
工
会
議
所
（
新
南

陽
・
徳
山
・
下
松
・
光
）
産
業
観

光
委
員
会
（
委
員
長
　
畑
　
道
規

当
商
工
会
議
所
副
会
頭
）を
開
催
。

　
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

報
告
に
続
き
、
２
０
１
９
年
度
事

業
計
画
（
案
）、
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
承
認
さ
れ
た
。

　
今
年
度
も
夏
休
み
親
子
教
室
及

び
体
験
コ
ー
ス
、
一
般
コ
ー
ス
を

計
21
コ
ー
ス
実
施
予
定
。
新
規
訪

問
先
と
し
て
、東
ソ
ー
・
ハ
イ
テ
ッ

ク
㈱
の
工
場
見
学
を
実
施
す
る
。

4
月
19
日

4
月
15
日

第
61
回春

の
周
南
パ
ラ
ボ
ラ
会

産
業
観
光
委
員
会
開
催

▲臨時会員総会の様子

▲ 再任が決定した
　 山崎会長 　　

新
役
員
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

　

会
　
長
　

山
崎
信
枝
（
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
サ
キ
）

　

副
会
長
　

石
光
京
子
（
こ
ひ
つ
じ
工
芸
）

河
村
公
子
（
デ
イ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
カ
ワ
ム
ラ
）

　

役
　
員
　

福
田
久
江
（
ボ
ン
・
ク
ラ
ー
ジ
ュ
！
）

福
田
り
え
子
（
Ｙ
Ｓ
い
づ
み
や
）

兼
石
恵
美
子
（
兼
石
食
料
品
店
）

藤
本
雪
美
（
有
限
会
社
　

フ
ジ
モ
ト
写
真
）

　

監
　
事
　

原
田
常
代
（
有
限
会
社
　

原
田
工
業
）

藤
本
雪
美
（
有
限
会
社
　

フ
ジ
モ
ト
写
真
）

〜
新
規
入
会
会
員
募
集
中
〜

女
性
会
で
は
、
新
入
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

女
性
な
ら
で
は
の
意
見
で
、
地
域
活
性

化
に
尽
力
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
女
性
会
事
務
局
（
小
澤
）

　T
E
L 

（
０
８
３
４
）
63

－

３
３
１
５
ま
で

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社
　により運営されている組織です。

　　　『商工会議所福祉制度』キャンペーン実施のお知らせ会員共済制度

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を 4 月15 日から 6月 28 日まで実施しております。
本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向上に
お役立ていただくことを主な目的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・
老後に備えた様々な保障ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当職員がお伺いした際には、
是非ご協力下さいますようお願い申し上げます。
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消費税対策にも有効なキャッシュレス決済の活用
（全 10回シリーズ）

一般社団法人キャッシュレス推進協議会

【第２回】キャッシュレス決済に関わる政府施策〔その２〕
　前回は、わが国におけるキャッシュレス決済の普及状況や、政府の「キャッシュレス・消費者還元事業」（以下、「ポイント
還元制度」という。）の概要を紹介しました。今回も引き続きポイント還元制度の最新動向や、同制度への参加を検討中の中
小小売店等にお伝えしたい「決済ツールの種類」「消費者と事業者のニーズ」「プラン選択」という観点で解説していきます。
｠＜還元制度の動向＞
　経済産業省は 2019 年３月、キャッシュレス決済事業者の仮登録を行い、100 を超える登録希望を受けたそうです。今後、ポ
イント還元事業の執行団体（補助金の運営主体）として当協議会がこの仮登録実務を引き継ぐことになります。その後、決済事
業者の本登録を行うとともに、中小小売店等の加盟店登録や決済端末、決済手数料の補助要領など、ポイント還元制度に参加す
るための要件等を公表する予定です。今のところ、中小・小規模事業者の対象要件は、原則、中小企業基本法第２条の定義に準
ずることとし、それ以外の要件（大企業に匹敵する規模の中小・小規模事業者の取扱い、ならびに補助対象外となる事業・取引
の詳細）については４月を目処に公表予定です。
｠＜決済ツールの種類＞
　多くの中小小売店等は、ポイント還元制度への対応に向けて、どの決済ツールを導入すればよいか迷っておられることと思い
ます。ひと口に「キャッシュレス」と言っても、消費者から見れば決済手段やサービス内容は多岐にわたっており、一方の中小
小売店等の皆様にとっても導入方法は千差万別です。そこで、「消費者」「中小小売店等」それぞれから見た視点と、決済事業者
のプラン内容を理解することで、購買シチュエーションに応じた決済ツールは何か、わが店舗に適したプランはどれかを選択し
やすくなります。
｠
１．消費者の視点
　「消費者」が支払手段を選択する際の検討軸には、①どのタイミングで自分の資産から支払われるのか、②何を提示することで支
払えるのか（支払いの媒体）の２つがあります。
　①については、「前もって支払う」「いま支払う（即時で銀行口座から引き落とされる）」「後で支払う（月末等にまとめて支払う）」
の３通りあります。「前もって支払う」ものにはプリペイド、つまり事前に現金・銀行口座・クレジットカードから任意の金額を
チャージしておき、チャージした範囲内で使える「電子マネー」があります。次に「いま支払う」ものには、銀行口座と連携し
て即時に支払を完了させる「デビットカード」があります。「後で支払う」ものの代表例はクレジットカードです。②については、
物理的な媒体として「スマートフォン」「プラスチックカード」の２種類があります。
　このように、消費者の選択肢には、３通りの支払いタイミングと２通りの支払い媒体を掛け合わせた６通りが存在します。

２．中小小売店等が実現したいこと
　一方、中小小売店等は、どのような決済ツールやサービスを導入すべきか。まず考えるべきは、「消費者ニーズに如何に適合さ
せるか」という観点です。わが店舗のお客様は、いったいどのような決済を望んでいるのかイメージして決済手段を検討するこ
とが重要です。
　とは言え、すべての決済手段に 100％応えることは難しいと思います。この場合、経営者の皆様がキャッシュレス決済を通じ
て実現したいことは何か（例えば業務の効率化や販売促進等）をイメージすることも検討基準の一つになります。そして最後は、
コストの観点から導入可能な決済端末（接触端末、非接触端末、コード読取機）を選択することが重要と言えるでしょう。

前もって

いつ払う？ なにで払う？

いま

あとで

接触

端末コスト

非接触

コード

維持コスト

効率化

マーケ
ティング

拡販

・
・
・

ビジネス上の
ニーズ

スマホ

カード

消費者ニーズ 店舗ニーズ
消費者と店舗のニーズの組み合わせ

消費税率引上げ・軽減税率制度についてのお問い合わせは

新南陽商工会議所　消費税軽減税率対策特設ページ　https://www.s-cci.or.jp/shohizei/

新南陽商工会議所　中小企業相談所まで　TEL（0834）63－3315
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　安全弁試験、自動調節弁試験、自動調節弁調整、ゲート弁テスト、
電動アクチュエーター調整、手動弁試験等行い安全弁が完成品します。
　単品は、もちろん定修工事等、数百台単位のオーダーも承ります。

　安全弁で非常に重要な技術、ラッピング
（摺り合せ）は、熟練したスタッフが１台
１台丁寧に摺り合せ調整を行っておりま
す。摺り合せは、ミクロン単位まで追求
した超精密鏡面仕上げで行うので、バル
ブの漏れでお困りの方は是非周南バルブ
工業にお任せ下さい！！

No.112

周南バルブ工業株式会社

周南市新田で、バルブ・安全弁の修理・整備専門
工場ならではの高品質なメンテナンスを行って
おられる周南バルブ工業株式会社さんをご紹介
させていただきます。

▲水島営業所（岡山県倉敷市）

　製品への取り組みについて
当社工場では、バルブ・安全弁の修理・整備を行っています。

◀工場内の作業風景です
　工業用バルブは、とても種類が多く
修理・点検には豊富な知識と技術が必
要となり、スタッフ一同ご要望に応え
る様、製品製造に取り組んでいます。

安全弁について

本　社　
　周南市新田 2－7－11
　☎ （0834）63－1268
水島営業所　
　岡山県倉敷市松江 2－2－10
　☎ （086）456－5262
営業時間：8：00～17：00
休　　日：土　日　祝日

▲本社外観（周南市新田）

▲バルブテストの様子

▲安全弁のテストの様子
　熟練スタッフが丁寧に行います

●

南陽自動車
学校

ココ

至徳山

福川駅

●
新南陽球場
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＜入会資格＞
 ・ 新南陽商工会議所会員事業所の経営者、
　 後継者又は従業員の方
 ・ 満45歳以下の方
 お気軽にお問い合わせください。

新南陽商工会議所青年部

随時会員募集中!
お問合せ　新南陽商工会議所青年部事務局　周南市宮の前2-6-13　TEL：0834-63-3315

新南陽好き
集まれ!!

青 年 部 活 動 報 告
　

近
年
小
学
校
は
用
務
員
の
方
が
お
ら

ず
、
予
算
的
労
働
力
的
制
約
に
よ
っ
て

実
施
で
き
な
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

我
々
青
年
部
の
持
つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
、
人
員
を
使
っ
て
そ
の
問
題
解
決
に

協
力
す
る
の
が
４
年
目
を
迎
え
る
学
校

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

今
回
は
富
田
東
小
学
校
で
樹
木
の
伐

採
と
水
路
周
辺
の
清
掃
を
東
小
P
T
A

の
方
に
も
協
力
し
て
頂
い
て
実
施
し

た
。
こ
の
事
業
の
担
当
で
あ
る
藤
井
委

員
長
（
バ
ウ
エ
ル
興
産
）
も
率
先
し
て

作
業
を
行
い
参
加
者
と
共
に
汗
を
流
し

て
い
た
。
伐
採
さ
れ
あ
た
り
が
綺
麗
に

な
る
と
当
日
参
加
さ
れ
た
教
頭
先
生
も

感
動
さ
れ
て
い
た
。

　

今
は
ま
だ
労
働
力
と
し
て
の
協
力
が

大
き
い
が
、
将
来
的
に
は
会
員
企
業
の

職
業
を
知
っ
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
出
前
教
育
を
青
年
部
で
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
地

域
の
未
来
を
担
う
子
供
達
の
笑
顔
の
た

め
支
援
を
続
け
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　

長
き
に
渡
り
青
年
部
を
支
え
、
先

導
し
続
け
て
頂
い
た
木
村
修
太
郎
君
、

森
田
康
史
君
、
山
本
淳
君
、
吉
村
和

哉
君
の
４
人
の
卒
会
者
を
囲
む
会
が

３
月
30
日
開
催
さ
れ
た
。
先
輩
達
と

の
別
れ
を
惜
し
む
よ
う
に
、
ま
た
新

た
な
る
旅
立
ち
を
祝
す
よ
う
に
多
く

の
会
員
が
参
加
し
盛
大
な
会
と
な
っ

た
。
多
田
尾
君（
た
だ
お
ザ
ウ
ル
ス
）、

山
本
君
（
山
本
屋
）、
井
本
君
（
ケ
イ

ワ
ン
）
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
企
画
・

進
行
し
た
余
興
で
は
、
卒
会
者
に
も

体
を
張
っ
て
も
ら
い
終
始
笑
顔
の
絶

え
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

　

締
め
括
り
に
は
、
今
ま
で
の
活
動

写
真
を
収
め
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
と
記

念
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
卒
会
者
へ
渡
し
卒

会
を
惜
し
ん
だ
。
卒
会
者
か
ら
は
青

年
部
の
矜
持
と
エ
ー
ル
、
そ
し
て
青

年
部
旗
が
会
員
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
時

に
は
卒
会
者
の
お
力
を
お
借
り
す
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
先
輩
達
に
恥
じ

な
い
新
南
陽
商
工
会
議
所
青
年
部
で

あ
ろ
う
と
発
起
す
る
会
と
な
っ
た
。

【
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
～
富
田
東
小
学
校
～
】

【
平
成
30
年
度
卒
会
者
を
囲
む
会
】
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講師：㈲ビジネススクール・オカモト　代表取締役　岡本節子先生

12社25名の新入社員を対象とした研修会を開催。
この研修会では、社会人としての心構えから職場における常識、マナー等、
社会人としての意識改革と組織人として必要な基礎知識の習得を目的に
実践的な研修を行った。これまでの研修修了生は１,３３４名。

▲兼安副会頭より受講生へ修了証書
　が授与された

▲新入社員としての心構えを学んだ ▲お茶出しを学んだ

▲名刺交換の仕方を学んだ

平成31年度

新入社員ビジネスマナー研修開催

　㈱
松
田
鉄
工
所

熊
本
知
恵
蔵

　
今
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
で
は
、

ま
ず
社
会
に
お
け
る
マ
ナ
ー
の
意
味
や
知

識
、
対
応
や
意
識
な
ど
、
そ
し
て
そ
れ
を

実
践
に
組
み
入
れ
た
練
習
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
を
受
け
て
一
番
感
じ
た
事

は
、
自
分
が
い
か
に
自
分
本
意
に
マ
ナ
ー

を
考
え
て
い
た
か
、
で
し
た
。
以
前
の
私

は
マ
ナ
ー
と
い
う
も
の
に
対
し
て
あ
ま
り

深
く
考
え
て
お
ら
ず
、
特
別
不
躾
な
こ
と

を
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ

ナ
ー
と
は
「
相
手
に
不
快
感
を
与
え
な
い

こ
と
」
と
教
わ
っ
て
、
い
ま
ま
で
私
は

「
自
分
の
た
め
の
マ
ナ
ー
」
を
考
え
て
い

た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
と
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
講
習
で
は
身
だ
し
な
み

や
言
葉
遣
い
だ
け
で
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
へ

の
対
処
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
に
よ
る
実

演
な
ど
、
よ
り
実
用
を
見
据
え
た
内
容
で

緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
際
に
場
面
を
想
定
し
て
実
践

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
動
作
や
言
葉
遣
い

の
あ
い
ま
い
さ
が
は
っ
き
り
表
れ
て
と
て

も
効
果
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
で
学
ん
だ
こ
と
は
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
の
や
り
取
り
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
人
と
し
て
の
成
長
そ
の
も
の
に
も

大
き
く
関
わ
る
内
容
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
経
験
を
し
っ
か
り
活
用
し
、

よ
り
充
実
し
た
生
活
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　㈱
み
う
ら

藤
野

　晴
斗

　
今
回
の
研
修
で
は
岡
本
節
子
先
生
に
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
と
は
自
分
以
外
の
人
に
不
快
感

を
与
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
す
る
た
め

の
様
々
な
注
意
点
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

が
、
上
司
の
方
々
と
タ
ク
シ
ー
や
電
車
に
乗

る
際
の
席
の
座
る
場
所
に
つ
い
て
で
す
。
私

は
基
本
的
に
偉
い
方
か
ら
乗
っ
て
頂
く
の
が

普
通
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
実
際
は
、

そ
の
席
の
危
険
度
を
考
慮
す
る
の
が
第
一
だ

と
言
う
こ
と
で
そ
の
事
を
考
え
る
と
確
か
に

タ
ク
シ
ー
の
後
部
座
席
の
真
ん
中
は
急
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
際
に
と
て
も
危
険
だ
と

分
か
り
自
分
の
考
え
の
甘
さ
に
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。
次
に
私
は
最
近
よ
く
耳
に
す
る

「
じ
ん
ざ
い
」
と
い
う
言
葉
に
は
４
種
類
の

表
現
が
あ
る
と
知
り
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
よ
く
目
に
す
る
人
材
と
そ
こ
に
い
る
だ

け
の
人
在
と
会
社
の
迷
惑
と
な
る
事
を
し
て

し
ま
う
人
罪
と
会
社
に
と
っ
て
の
財
産
と
な

る
人
財
が
あ
り
、
自
分
は
現
在
の
状
態
は
人

材
で
あ
る
の
で
人
財
に
な
る
こ
と
が
出
来
る

か
に
加
え
て
ど
れ
だ
け
速
く
人
財
に
な
れ
る

か
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事

だ
と
知
り
ま
し
た
。
他
に
も
今
回
の
研
修
で

は
上
司
や
お
客
様
と
話
を
す
る
際
に
大
切
な

言
葉
づ
か
い
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を

こ
れ
か
ら
の
経
験
で
少
し
ず
つ
で
も
身
に
付

け
て
い
き
、
い
つ
か
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
完

璧
な
社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

4/3

新
入
社
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
を
受
講
し
て

▲講師　岡本節子先生
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快進撃企業に学べ

「頑張る社会福祉法人『スマイリング・パーク』」

現
理
事
長
で
あ
る
山
田
一
久

氏
が
施
設
長
に
推
挙
さ
れ
た

８
年
前
か
ら
で
あ
る
。

　

正
直
、
そ
の
前
ま
で
は
、

心
地
よ
い
風
ど
こ
ろ
か
、
冷

た
い
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
る

よ
う
な
職
場
で
あ
り
、
こ
こ

で
取
り
上
げ
る
よ
う
な
職
場

で
は
な
か
っ
た
が
、
山
田
氏

の
苦
労
と
努
力
で
、
今
日
の

繁
栄
を
も
ぎ
取
っ
た
の
で
あ

る
。

　

山
田
氏
は
、
元
々
は
東
京

の
大
手
企
業
で
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
人
で

あ
っ
た
が
、
両
親
の
強
い
要

請
も
あ
り
、
故
郷
で
あ
る
都

城
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。
縁

あ
っ
て
同
法
人
に
入
社
し
た
、

創
業
家
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
中
途
入
社
の
職
員
の
一

人
だ
っ
た
。

　

前
職
時
代
に
培
っ
た
組
織

運
営
力
や
そ
の
実
行
力
、
さ

ら
に
は
仕
事
に
対
す
る
使
命

感
や
正
義
感
は
、
入
社
当
時

よ
り
抜
き
ん
で
て
高
く
、
瞬

く
間
に
組
織
の
メ
ン
バ
ー
の

信
頼
を
高
め
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
仲
間
か

ら
の
期
待
と
は
逆
に
、
当

時
の
多
く
の
役
員
か
ら
は
出

る
く
い
は
打
た
れ
る
で
は
な

い
が
、
疎
ん
じ
ら
れ
冷
遇
さ

　

宮
崎
県
都
城
市
に
「
ス
マ
イ

リ
ン
グ
・
パ
ー
ク
」
と
い
う
名

の
社
会
福
祉
法
人
が
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
宮
崎
駅
か
ら
電
車
で
40
分
ほ

ど
の
都
城
駅
で
下
車
し
、
そ

こ
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
走
っ
た
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
の
広
が
る

地
域
に
あ
る
。

　

同
法
人
の
主
事
業
は
、
大
き

く
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
運

営
な
ど
の
子
育
て
支
援
事
業
。

二
つ
目
は
、
障
が
い
者
の
就
労

移
行
や
生
活
訓
練
な
ど
の
障
が

い
者
福
祉
事
業
。
そ
し
て
三
つ

目
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
運

営
な
ど
の
高
齢
者
福
祉
事
業
。

　

設
立
は
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど

50
年
前
の
１
９
６
９
年
と
比

較
的
古
い
が
、
同
法
人
が
関
係

者
か
ら
注
目
さ
れ
、
高
い
評
価

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

トレンド
通信

　１９４７年生まれ。福井県立大学教授、

静岡文化芸術大学教授、法政大学大学院政

策創造研究科（地域づくり大学院）教授、

同静岡サテライトキャンパス長などを歴

任。国や県、市町、商工会議所などの審議会・

委員会の委員を多数兼務している。著書に

『日本でいちばん大切にしたい会社』（あさ

出版）、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』

（かんき出版）など。

■コラム／

　　坂本　光司
　　さかもと・こうじ人を大切にする経営学会　会長　坂本　光司

れ
る
日
々
を
送
っ
た
。
だ
が
、

山
田
氏
は
そ
ん
な
こ
と
に
は

め
げ
ず
、
日
々
良
い
サ
ー
ビ

ス
を
求
め
る
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
、
顧
客
の
た
め
に

頑
張
る
仲
間
と
共
に
身
を
粉

に
し
、
仕
事
に
取
り
組
ん
だ

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
苦
労
と
努
力
が

報
わ
れ
、
役
員
も
次
第
に
山

田
氏
の
言
動
を
支
持
し
て
い

く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

つ
い
に
は
、
多
く
の
役
員
か

ら
推
挙
さ
れ
８
年
前
に
施
設

長
に
、
そ
し
て
４
年
前
に
は

同
法
人
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
理

事
長
に
就
任
し
た
の
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
山
田
氏
が
施
設

長
に
な
っ
た
時
の
職
員
数
は

50
人
程
度
で
、
そ
の
後
年
々

増
員
が
続
き
、
現
在
で
は

２
５
０
人
に
ま
で
増
え
、
成

長
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
そ
れ
ま
で
職
員
の
離

職
率
は
10
％
を
は
る
か
に
超

え
て
い
た
が
、
今
や
３
％
以

下
に
な
り
、
残
業
時
間
も
社

会
福
祉
法
人
と
し
て
は
珍
し

い
実
質
ゼ
ロ
時
間
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
企
業
の
存
在
を

知
る
と
、
問
題
の
所
在
は
社

員
で
は
な
く
、
経
営
者
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

令和元年

午前9時～午後5時まで（最終日は午後3時まで）

新南陽商工会議所お問合せは
TEL:0834-63-3315　FAX:0834-63-8397

11月3日日・4日月（振休）
周南市学び・交流プラザ及び周辺

（周南市中央町）

期日

出展
場所

申込締切日　令和元年8月20日火まで

詳しくは同封のチラシをご覧下さい。

（担当：高瀬・古市・小倉）

第49回　周南ふるさと
ふれあい物産展
出展者募集

　　
当商工会議所会員に
ついては小間料の

助成制度があります。

1小間分
無料に
なります

～
労
働
保
険
事
務
委
託
事
業
所
の
皆
様
へ
～

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
お
願
い

　
新
南
陽
商
工
会
議
所
労
働
保
険
事
務
組
合
で
は
、
労
働
保
険
事
務
委
託
事
業
所
様

に
平
成
30
年
度
の
確
定
保
険
料
と
2
0
1
9
年
度
概
算
保
険
料
の
算
出
の
為
の
手

続
き
書
類
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
５
月
１０
日
（
金
）
ま
で
に
ご
郵
送

も
し
く
は
ご
持
参
下
さ
い
。

　
年
度
更
新
手
続
き
に
関
す
る
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
新
南
陽
商
工
会

議
所
労
働
保
険
事
務
組
合
T
E
L （
0
8
3
4
）

 

63

－

3
3
1
5
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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1
日

発
行

税務・経理の
　　なんでも無料相談

■講師…吉村　和哉　税理士
　　　　（当商議所顧問税理士）

■日時…　5 月　7　日㈫
　　　　　5 月 15 日㈬
　　　　　5 月 24 日㈮
■時間…13：00～16：00
■場所…新南陽商工会議所 2F 相談室

吉村和哉氏

サンフェスタしんなんよう
＆ 花火大会

第 45 回

8月3日（土）開催決定！
2019年

● 行事参加・出店者募集 ●
　サンフェスタしんなんようを新南陽駅前・政所周辺に
おいて開催致します。ただいま行事参加・出店者を募集中。
多数のご参加お待ちしています！

　商議所備え付けの申込書にご記入の上、サンフェスタ
しんなんよう実行委員会事務局（商議所 ☎ 63－3315・
FAX 63－8397）までお気軽にどうぞ!!

　　　　　　　 5月17日（金）（行事参加・出店）

☆ 広告スポンサー募集中 ☆
　広告スポンサー料　1口　10,000 円

申し込み方法

　締め切り

開　催　回

級

試　験　日

152 回

1～3 級

6月9日
（日）

153 回

1～3 級

11月17日
（日）

154 回

2・3 級
2020 年  　 
2月23日

（日）

申込受付期間

【窓口】
受付時間

平日：9 時～17 時半

【インターネット】
※別途手数料が
　かかります　

4 月 8 日（月）～  
     5 月 17 日（金）

4 月 8 日（月）～  
     5 月 19 日（日）

10 月 1 日（火）～ 
   10 月 25 日（金）

10 月 1 日（火）～ 
   10 月 27 日（日）

12 月 16 日（月）～
2020 年            
     1 月 24 日（金）

12 月 16 日（月）～
2020 年            
     1 月 26 日（日）

受　験　料
（税込）

4月～9月（8％税込）

10月～3月（10％税込）

1級：7,710円　2級：4,630円　3級：2,800円

1級：7,850円　2級：4,720円　3級：2,850円

1 級

試験科目
合格基準 2 級

3 級

商業簿記・会 計 学
工業簿記・原価計算

商業簿記・工業簿記

商業簿記

70 点以上
※ただし 1 科目ごとの得点が 40％以上であること

70 点以上

70 点以上

開始時間 1 級・3 級　午前 9 時から 2 級　午後 1 時 30 分から

試験会場 新 南 陽 商 工 会 議 所

2019年度　新南陽商工会議所　検定試験のご案内

【日商簿記検定試験】◇試験日程


